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整備の基本的な考え方
を示しています。 

●整備基準（条例で定められた整備基準） 
○推奨基準（施設の用途や規模、利用頻度によって整備が

望まれる水準） 
を項目ごとに整理しています。 

 
整備基準または
推奨基準の根拠
や取り扱いを説
明しています。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●は整備基準 
○は推奨基準 を示しています。 

 

・ は整備基準解説の例示または説明等を示しています。 
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４.公園 0１ 主要な出入口 
 

基本的な考え方 
・公園の出入口は安全かつ円滑な構造とし、段等はできる限り設けない。 
・出入口付近に設ける車止めは子どもの飛び出し防止等に配慮しながら、車椅子使用者をはじめすべての利用者の円滑

な通行に配慮する。 

 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する出入口のうち 1 以上は、次に掲げるものであるこ
と。 

 

(1)幅員 ●幅は、1.2m 以上とすること。ただし、地形の状況その他の特
別の理由によりやむを得ない場合は、90cm 以上とすること。 
⇒★図 01-1 

・特別の理由とは、丘陵地など急峻な地形
に立地するなど十分なすりつけの場所
を確保できない、又は、景観や文化財等
に重大な影響が出るなど土地の改変に
制約があり、工夫してもなお、対応する
ことができない場合をいう。 

・車椅子使用者と横向きの人がすれ違え
る幅とした。 

(2)車止め ●車止めを設ける場合は、当該車止めの相互間の間隔のうち 1 以
上は、90cm 以上とすること。 ⇒★図 01-2 

・有効幅については、車止めの最上部まで
90cm 以上を確保したものとする。 

・車止めを複数列配置する場合は、車椅子
使用者等が円滑に通行できるような配
置とする。 

・半円形の車止めや回転しながら進入す
る車止め等の特殊な形状の車止めは、
車椅子使用者等の通行に支障を来す場
合があることから、公園の立地や利用
状況を踏まえて必要性等を慎重に検討
するとともに、車椅子の寸法や回転性
能等を考慮したものとする。 

(3)水平面 ●出入口からの水平距離が 1.5m 以上の水平面を確保すること。
ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場
合は、この限りでない。 ⇒★図 01-1 

○車止めを設ける場合は、その前後に長さ 1.5m 以上の水平面
を設置することが望ましい。 ⇒★図 01-2 

・出入口は公道の動線と交差するなど危
険性が高い場所であるため、水平面の
確保により、車椅子使用者等の安全性
の確保に努める。 

 

(4) (5)段差 ●(4) (5)に掲げる場合を除き、車椅子使用者等が通過する際に支
障となる段を設けないこと。 ⇒★図 01-1 

●(5) 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ず段を設
ける場合は、傾斜路を併設すること。 

 

(6)戸の構造 ●戸を設ける場合は、次に掲げるものであること。 
ア 幅は、80cm 以上とすること。 
イ 高齢者、障害者等が容易に開閉して通過できる構造のもの

とすること。 

 

(7) 路面仕上げ ●表面は、滑りにくい材料で仕上げること。 ⇒★図 01-1 ・れんがやインターロッキング、磁気タイ
ル等では、表面に凹凸がある材料は避
け、目地部にも段差が生じないよう施
工する。 

・雨水浸透性の舗装とするなど、水はけの
よい仕上げとする。 

(8) 視覚障害者
対応 

●出入口が車道等と接する部分等には、線状ブロック等及び点状
ブロック等を敷設すること。 ⇒★図 01-1 
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図 01-1 主要な出入口の例（車止めを設けない場合） 
 

図 01-2 主要な出入口の例（車止めを設ける場合） 
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図 01-3 公園出入口の例 

（つつじヶ丘公園） （美園台公園） 
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４.公園 0２ 園路 
 

基本的な考え方 
・園路は、地形の状況等やむを得ない場合を除き、できる限り平坦とする。園路に接して池やがけ地等がある場合は、

柵や立ち上がり部を設け、車椅子使用者その他の利用者の安全な通行を確保する。 
・園路上に点字ブロック等を設ける場合は、視覚障害者の利用ニーズを確認し、必要な箇所に設ける。 
・高低差等により勾配のある園路の部分の距離が著しく長い場合、又は進行方向が見えにくい場所では、その距離を分

かりやすく表示するなど、移動、利用しやすさを工夫する。 
 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
 ●主要な出入口に通じる主たる園路(以下「主たる園路」という。) 

は、次に掲げるものであること。 
・園路と園路の交差部は、原則として平坦

とすること。 

(1)幅員 ●幅は、1.8m 以上とすること。ただし、地形の状況その他の特
別の理由によりやむを得ない場合は、通路の末端の付近の広さ
を車椅子の転回に支障のないものとし、かつ、50m 以内ごと
に車椅子が転回することができる広さの場所を設けた上で、幅
を 1.2m 以上とすること。 ⇒★図 02-2 

 

・車椅子使用者同士がすれ違える幅とし
た。 

・車椅子が転回できる場所までの見通し
を確保するよう配慮すること。 

・転落するおそれのある場所に、柵や視覚
障害者誘導用ブロック等を設置する。 

(2)(3)段差 ●(2) (3)に掲げる場合を除き、車椅子使用者が通過する際に支障
となる段がないこと。 ⇒★図 02-1 

●(3) 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ず段を設
ける場合は、傾斜路を併設すること。 

 

・れんがやインターロッキング、磁気タイ
ル等では、表面に凹凸がある材料は避
け、目地部にも段差が生じないよう施
工する。 

(4)縦断勾配 ●縦断勾配は、5%以下とすること。ただし、地形の状況その他
の特別の理由によりやむを得ない場合は、8%以下とすること。 
⇒★図 02-1 

 

・車椅子使用者が自力で傾斜路を登坂す
るには相当の体力を必要とする。また、
下降する場合でも腕にかかる負担は大
きいので勾配はできる限り緩くする。 

(5)横断勾配 ●横断勾配は、1%以下とすること。ただし、地形の状況その他の
特別の理由によりやむを得ない場合は、2%以下とすること。 
⇒★図 02-1 

 

(6)路面仕上げ ●路面は、滑りにくい材料で仕上げること。 ⇒★図 02-1 
○必要に応じ十分な照明を確保する。  

・雨水浸透性の舗装とするなど、水はけの
よい仕上げとする。 

(7)排水溝 ●排水溝を設ける場合は、溝蓋は、白杖、車椅子等の使用者の通
行に支障のない構造とすること。 

 

・排水溝は細目タイプの蓋等を使用する。 
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図 02-1 園路の例 

図 02-2 車椅子使用者同士のすれ違いに必要な幅員 
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４.公園 0３ 階段 
 

基本的な考え方 
・階段の段（踏面、蹴上げ）は、歩行者の利用しやすい構造とする。 
・公園内に設けられる階段には、両側に手すりを設ける。 
・階段付近には照明設備を設け、かつ段が夜間でも識別できるように段鼻のコントラスト等に配慮する。 

 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
 ●主たる園路に階段又は段を設ける場合、次に掲げるものである

こと。 
 

(1) (2)手すり ●(1) 手すりを両側に設けること。ただし、地形の状況その他の
特別の理由によりやむを得ない場合は、この限りでない。 

 ⇒★図 03-1 
●(2) 手すりの端部の付近には、階段の通じる場所を示す点字を

設けること。 ⇒★図 03-1 
○手すりは踊場にも連続して設ける。 ⇒★図 03-1 
○手すりは、階段の端部から 45cm 以上水平に延長して設ける。 

⇒★図 03-1  

・ 手 す り の 高 さ は 、 1 本 の 場 合 は
75cm~85cm 程度とする。 

・2 本の場合は上段で 75cm~85cm 程
度、下段で 60cm~65cm 程度とする。 

・点字による表示方法は、JIS T0921 規
格に合わせるものとし、水平部分に設
ける。 

(3)〜(7)段の構
造 

●(3) 回り段を設けないこと。ただし、地形の状況その他の特別
の理由によりやむを得ない場合は、この限りでない。 ⇒★図
03-1 

●(4) 踏面は、滑りにくい材料で仕上げること。 ⇒★図 03-1 
●(5) 段鼻の突き出しその他のつまずきの原因となるものが設

けられていない構造のものとすること。 ⇒★図 03-1、03-2 
●(6) 両側には、側壁又は立ち上がり部を設けること。 ⇒★図

03-2 
●(7) 踏面の端部とその周囲の部分との色の明度、色相又は彩度

の差が大きいことにより段を容易に識別できるものとするこ
と。 ⇒★図 03-2 

○必要に応じ十分な照明を確保する。  

 

(8)傾斜路の併
設 

●階段を設ける場合は、傾斜路を併設すること。ただし、地形の
状況その他の特別の理由により傾斜路を設けることが困難で
ある場合は、エレベーター、エスカレーターその他の昇降機で
あって高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造のものを
もってこれに代えること。  

○階段に傾斜路、エレベーター等の昇降機を設置する場合は、階
段の近傍にその位置を表示した標識を設ける。  

・エレベーターの基準は、【公共交通】別
表第 3 の 8 の項(7)(8)の基準に準じる
ものとする。 

・エスカレーターの基準は、【公共交通】
別表第 3 の 4 の項及び 8 の項(9)の基
準に準じるものとする。 

(9)幅員 ●幅は、1.2m 以上とすること。 ⇒★図 03-1  

(10)踊場  ●踊場は、高さ 2.5m 以下ごとに設け、その奥行きを 1.2m 以上
とすること。 ⇒★図 03-1 

○階段の登り口、降り口にも、長さ 1.2m 以上の水平部分を設け
る。 ⇒★図 03-1 

 

(11)段の形状 ●段の寸法は、蹴上げ 15cm 以下、踏面 30cm 以上及び蹴込み
2cm 以下とし、同一階段における、それぞれの寸法を一定とす
ること。 ⇒★図 03-2 

 

(12)視覚障害者
対応 

●段がある部分の上端に近接する園路には、点状ブロック等を敷
設すること。 ⇒★図 03-1 

○下端にも点状ブロック等を敷設することが望ましい。 
⇒★図 03-2 

・誘導用ブロックは手すり近くに誘導す
る。 
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図 03-1 階段の設置例 
 

図 03-2 階段の詳細 
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４.公園 0４ 主たる園路に設けられる階段又は段に併設する傾斜路 
 

基本的な考え方 
・主たる園路に高低差や段が生じる場合には傾斜路を設け、利用者が安全かつ円滑に利用できるように整備する。 
・傾斜路の勾配は、できる限り緩やかに設ける。また、傾斜路の路面は滑りにくい仕上げ材を使用する。 
・高低差等により傾斜路の距離が著しく長い場合、若しくは進行方向が見えにくい傾斜路にあっては、傾斜路の長さ等

をわかりやすく表示するなど利用しやすさを工夫する。 

 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
 ●傾斜路は、次に掲げるものであること。  

(1)幅員 ●幅は、1.2m 以上とすること。ただし、階段又は段に併設する
場合は、90cm 以上とすること。⇒★図 04-1 

○車椅子使用者同士のすれ違いを考慮し、幅 1.8m 以上とする。
⇒★図 04-1 

○傾斜路を階段に併設する場合でも、1.2m 以上確保する。 
⇒★図 04-1 

・ 

(2)縦断勾配 ●縦断勾配は、8%以下とすること。 ⇒★図 04-1 ・傾斜路の幅や勾配は可能な限り余裕の
あるものとするよう配慮する。 

(3)横断勾配 ●横断勾配は設けないこと。⇒★図 04-1  

(4)路面仕上げ ●路面は、滑りにくい材料で仕上げること。⇒★図 04-1 
○必要に応じ十分な照明を確保する。  

 

(5)踊場  ●高さ 75cm を超える傾斜路にあっては、高さ 75cm 以内ごと
に踏幅 1.5m 以上の踊場を設けること。⇒★図 04-1 

○傾斜路の起終点部分にも、踏幅 1.5m 以上の踊場を設ける。  

・踏幅が 1.5m 以上であれば、車椅子使
用者が転回可能である。 

(6) (7)手すり ●(6) 手すりを両側に設けること。ただし、地形の状況その他の
特別の理由によりやむを得ない場合は、この限りでない。⇒★
図 04-1 

●(7) 手すりの端部の付近には、傾斜路の通じる場所を示す点字
を設けること。 ⇒★図 04-2 

○手すりは、傾斜路の端部から 45cm 以上水平に延長して設け、
端部は曲げて処理する。 ⇒★図 04-2 

・手すりの高さは、1 本の場合は 75cm〜
85cm 程度とする。 

・2 本の場合は上段で 75cm〜85cm 程
度、下段で 60cm〜65cm 程度とする。 

・点字による表示方法は、JIS T0921 規
格に合わせるものとし、水平部分に設
ける。 

(8)立ち上がり
部 

●両側には、側壁又は立ち上がり部を設けること。 ⇒★図 04-1  

(9)転落防止 ●高齢者、障害者等が転落するおそれのある場所には、柵、視覚
障害者誘導用ブロックその他の高齢者、障害者等の転落を防止
するための設備を設けること。 ⇒★図 04-1 

○必要に応じ十分な照明を確保する。  

 

(10)視覚障害者
対応 

●傾斜がある部分の上端に近接する踊場の部分には、点状ブロッ
ク等を敷設すること。ただし、高さが 16cm を超えない傾斜路
の上端に近接するものである場合は、この限りではない。 ⇒
★図 04-1 

 

(11)路面の識別 ○その前後の園路との色の明度の差が大きいこと等によりその
存在を容易に識別できるものとすること。⇒★図 04-1 
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図 04-1 傾斜路の設置例 
 

図 04-2 傾斜路の勾配 
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４.公園 0５ 屋根付広場 
 

基本的な考え方 
・雨天時でも広場の利用が可能であり、日陰のある休憩スペースとしても利用されることから、高齢者、障害者等の利

用に配慮する。 
 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する屋根付広場を設ける場合は、そのうち 1 以上は、次
に掲げるものであること。 

・屋根付広場は、広場の上空を屋根で覆っ
た建築物であり、壁がないため周辺と
一体的に広場として利用される施設で
ある。 

(1)出入口 ●出入口は、次に掲げる基準に適合するものであること。 
ア 幅は、1.2m 以上とすること。ただし、地形の状況その他

の特別の理由によりやむを得ない場合は、80cm 以上とする
ことができる。 

イ ウに掲げる場合を除き、車椅子使用者が通過する際に支障
となる段がないこと。 

ウ 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ず段を設
ける場合は、傾斜路を併設すること。 

 ⇒★図 05-1 

 

(2)広さ ●車椅子使用者の円滑な利用に適した広さが確保されているこ
と。 ⇒★図 05-1 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 05-1 屋根付広場の例 
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４.公園 0６ 休憩所・管理事務所 
 

基本的な考え方 
・高齢者、障害者をはじめすべての人が円滑に利用できる休憩所を 1 以上整備する。 

 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(1)休憩所 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する休憩所を設ける場合は、そのうち 1 以上は、次に掲
げるものであること。⇒★図 06-1 

・ベンチ等を設ける場合は、利用者の円滑
な通行を妨げないようにする。また、視
覚障害者等の通行の支障とならないよ
うに配慮する。 

・ベンチ等の付帯設備を園路内に設ける
場合は、園路の有効幅員を確保する。 

 ア 出入口 ●出入口は、次に掲げるものであること。 
(ア) 幅は、1.2m 以上とすること。ただし、地形の状況その他

の特別の理由によりやむを得ない場合は、80cm 以上とする
こと。 

(イ) (ウ)に掲げる場合を除き、車椅子使用者が通過する際に
支障となる段を設けないこと。 

(ウ) 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ず段を設
ける場合は、傾斜路を併設すること。 

 

イ  戸 の 構
造 

●戸を設ける場合は、次に掲げるものであること。 
(ア) 幅は、80cm 以上とすること。 
(イ) 高齢者、障害者等が容易に開閉して通過できる構造のも

のとすること。 

 

(2)カウンター ●カウンターを設ける場合は、そのうち 1 以上は、車椅子使用者
の円滑な利用に適した構造のものとすること。ただし、常時勤
務する者が容易にカウンターの前へ出て対応できる構造であ
る場合は、この限りでない。  

○常勤職員が対応できる場合でも、車椅子使用者等の円滑な利用
に適した構造とすることが望ましい。  

・カウンターの高さは、70cm〜75cm と
し、カウンター下部には、高さ 65cm 以
上、奥行き 45 ㎝以上のスペースを設け
る。 

(3)車椅子使用
者対応 

●車椅子使用者の円滑な利用に適した広さを確保すること。 
 ⇒★図 06-1 

・高齢者、障害者等が休憩、カウンターを
利用する場所は、車椅子使用者の回転
等を考慮し、幅及び奥行きは 1.5m 以
上の水平部分を設ける。 

(4)便所 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等
が利用する便所を設ける場合は、そのうち 1 以上は、09 の項
に掲げる基準に適合するものとすること。 

 

(5)管理事務所 ●(1)から(4)までの規定は、不特定かつ多数の者が利用し、又は
主として高齢者、障害者等が利用する管理事務所について準用
すること。この場合において、「休憩所を設ける場合は、その
うち 1 以上は」とあるのは、「管理事務所は」と読み替えるも
のとすること。 

○管理者の常駐する公園等では、高齢者等の使用可能な車椅子を
貸出用として備えるよう努める。  
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図 06-1 休憩スペース 
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４.公園 0７ 野外劇場・野外音楽堂 
 

基本的な考え方 
・高齢者、障害者等が座席まで円滑に到達し、観覧できるよう配慮する必要があることから、出入口や通路の幅を確保

するとともに、車椅子使用者用観覧スペースを設ける。 

 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する野外劇場は、次に掲げる基準に適合するものとする
こと。 

 

(1)出入口 ●出入口は、05 の項(1)の基準に適合するものであること。 
 ⇒★図 07-1 

 

(2)通路 ●出入口と(3)の車椅子使用者用観覧スペース及び(4)の便所と
の間の経路を構成する通路は、次に掲げる基準に適合するもの
であること。 
ア 幅は、1.2m 以上とすること。ただし、地形の状況その他

の特別の理由によりやむを得ない場合は、通路の末端の付近
の広さを車椅子の転回に支障のないものとした上で、幅を
80cm 以上とすることができる。 

イ ウに掲げる場合を除き、車椅子使用者が通過する際に支障
となる段がないこと。 

ウ 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ず段を設
ける場合は、傾斜路を併設すること。 

エ 縦断勾配は、5%以下とすること。ただし、地形の状況そ
の他の特別の理由によりやむを得ない場合は、8%以下とす
ることができる。 

オ 横断勾配は、1%以下とすること。ただし、地形の状況そ
の他の特別の理由によりやむを得ない場合は、2%以下とす
ることができる。 

カ 路面は、滑りにくい仕上げがなされたものであること。 
キ 高齢者、障害者等が転落するおそれのある場所には、柵、

視覚障害者誘導用ブロックその他の高齢者、障害者等の転落
を防止するための設備が設けられていること。 

⇒★図 07-1 

 

(3) 車椅子使用
者用観覧ス
ペース 

●当該野外劇場の収容定員が 200 以下の場合は当該収容定員に
50 分の 1 を乗じて得た数以上、収容定員が 200 を超える場合
は当該収容定員に 100 分の 1 を乗じて得た数に 2 を加えた数
以上の車椅子使用者が円滑に利用することができる観覧ス
ペース（以下「車椅子使用者用観覧スペース」という。）を設け
ること。 ⇒★図 07-1 

○車椅子使用者用観覧スペースは、車椅子使用者のグループ利用
を考慮し、少なくとも３以上設ける。 ⇒★図 07-1 

○車椅子使用者用観覧スペースは、少なくとも同時に２以上の車
椅子使用者が利用できる専用スペースとして、固定位置に確保
する。 ⇒★図 07-1 

[設置数] 
1 〜  50 人         1 席以上 

51 〜 100 人         2 席以上 
101 〜 150 人         3 席以上 
151 〜 200 人         4 席以上 
201 台以上    総数 1%+2 席以上 
 
・席数計算において小数が生じた場合は

整数に切り上げて得た席数以上を整備
するものとする。 

 
 

(4) 便所 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等
が利用する便所を設ける場合は、そのうち 1 以上は、09 の項
に掲げる基準に適合するものであること。  
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 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(5) 車椅子使用

者用観覧ス
ペースの構造 

●車椅子使用者用観覧スペースは、次に掲げる基準に適合するも
のでなければならない。 
ア 幅は 90cm 以上であり、奥行きは 1.2m 以上であること。 
イ 車椅子使用者が利用する際に支障となる段がないこと。 
ウ 車椅子使用者が転落するおそれのある場所には、柵その他

の車椅子使用者の転落を防止するための設備が設けられて
いること。 ⇒★図 07-1 

○前後の客席・観覧席の位置、高低差を考慮し、ステージ等への
サイトラインを確保する。 ⇒★図 07-1 

○車椅子使用者の同伴者席は、車椅子使用者用観覧スペースの横
に隣接して設ける。 ⇒★図 07-1 

  

 

(6)野外音楽堂 ●(1)から(5)までの規定は、不特定かつ多数の者が利用し、又は
主として高齢者、障害者等が利用する野外音楽堂について準用
する。 

  

 

 

 

 

 

 

  

図 07-1 野外劇場の例 
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４.公園 0８ 駐車場 
 

基本的な考え方 
・公園利用者のために設けられる駐車場には、公園の主要な出入口に最も近接した箇所に車椅子使用者専用の駐車区間

を適切数設ける。 
 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(1)設置数 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する駐車場を設ける場合は、そのうち 1 以上に、当該駐
車場における自動車の全駐車台数が 200 以下の場合にあって
は当該全駐車台数に 50 分の 1 を乗じて得た数以上、全駐車台
数が 200 を超える場合にあっては当該全駐車台数に 100 分の
1 を乗じて得た数に 2 を加えた数以上の車椅子使用者用駐車
施設を設けること。ただし、専ら大型自動二輪車及び普通自動
二輪車(いずれも側車付きのものを除く。) の駐車のための駐
車場については、この限りでない。 

[設置数] 
1〜 50 台 1 台以上 

51〜100 台 2 台以上 
101〜150 台 3 台以上 
151〜200 台 4 台以上 
201 台以上 総数 1%+2 台以上 
・台数計算において小数が生じた場合は

整数に切り上げて得た台数以上を整備
するものとする。 

・必要に応じて、車止め等を適切に処置す
る。 

(2)車椅子使用
者用駐車施設 

●車椅子使用者用駐車施設は、次に掲げる基準に適合するもので
あること。 

 

 ア 幅 ●幅は、3.5m 以上とすること。 ⇒★図 08-1 
○奥行きは、6m 以上とすること。 ⇒★図 08-1 

・バンタイプの車椅子使用者対応車両で
は、後部ドアの開閉が通常であり、奥行
きの確保が必要である。 

イ 表示 ●車椅子使用者用駐車施設又はその付近に、車椅子使用者用駐車
施設の表示をすること。 ⇒★図 08-1 

○路面は青色で塗装することが望ましい。 ⇒★図 08-1 

・駐車施設が多数ある駐車場では、駐車場
の進入口から車椅子使用者用駐車施設
まで、分かりやすく誘導する標識を設
ける。 

ウ 乗降部 ●車両への乗降の用に供する部分は、できるだけ水平とするこ
と。 ⇒★図 08-1 

 

その他 ○車椅子使用者の乗降用スペースは左右両方に設けることが望
ましく、車椅子使用者用駐車施設を隣接して複数設けると左右
どちらからでも乗降できるようになる。⇒★図 08-1 

○乗降用スペースの表面は斜線で塗装表示すること。⇒★図 08-1 
○車椅子使用者用駐車施設のほかに幅広い駐車スペースを必要

としない高齢者、障害者、妊産婦等が優先的に駐車できる優先
駐車施設を設ける。 

・（参考）埼玉県思いやり駐車場制度（パー
キング・パーミット制度）次ページ 

(3) 車椅子使用
者用駐車施設
までの経路 

●車椅子使用者用駐車施設は、１に定める基準に適合する出入口
から当該車椅子使用者用駐車施設までの経路の距離ができる
だけ短くなる位置に設けること。⇒★図 08-1 
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埼玉県思いやり駐車場制度（パーキング・パーミット制度）              
                                                      

●障害のある方や要介護状態の高齢者、妊産婦など、歩行が困難と認められる方に利用証を交付し、         

 公共施設や商業施設などに設置されている「車椅子使用者用駐車区画」及び「優先駐車区画」の 

適正利用を推進する制度です。（埼玉県では、令和 5 年 11 月 1 日より制度開始）                 
                                                      
●車椅子使用者が車から乗降するには、ドアを全開にしなければならず、幅の広い「車椅子使用者用 

駐車区画」を利用する必要があります。                                  
                                                     
●一方で、歩行が困難でも乗降時に幅の広い区画は必要としない人のために、幅の広い区画に加えて、

施設の出入口に近い場所に、通常幅（3.5ｍ未満）の「優先駐車区画」を設置する取組が推奨されて

います。（ダブルスペース）                                         

    

                                                   
   【駐車区画のイメージ】            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

車椅子使用者用駐車区画   優先駐車区画  

※国土交通省資料を基に作成   

車椅子使用者に必須の   
幅の広い駐車区画     

広い幅を必要としない方の    
ための駐車区画        

優先駐車区画の例     
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図 06-1 公園の駐車場の例 

図 06-2 駐車スペース案内板表示例 

図 06-3 駐車スペース例 
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４.公園 0９ 便所 
 

基本的な考え方 
・便所は利用しやすい場所に配置し、車椅子使用者が円滑に利用できる便所である「車椅子使用者用便房」とオストメ

イト対応設備を設けた便房を設置する。 
・利用者の集中を避けるため、車椅子使用者用便房にオストメイト対応設備、乳幼児用設備等を設置して多機能化する

のではなく、施設の用途や利用状況を考慮し、オストメイト対応設備を有する便房、乳幼児用設備を有する便房といっ
た個別機能を備えた便房を、男女それぞれ又は男女が共用できる位置に分散して配置することが望ましい。 

・小便器のうち 1 以上は床置式等とする。 
・便所や便房の出入口には、設置された設備に応じて、利用に適した機能を有することを知らせる表示をわかりやすく

行う。 
 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(1)便所 ●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する便所を設ける場合は、次に掲げるものであること。 

 

 ア  床 面 仕
上げ 

●床面は、滑りにくい材料で仕上げること。 ⇒★図 09-3  

イ ウ 男子
用小便器 

●イ 男子用小便器を設ける場合は、1 以上の床置式の小便器、壁
掛式の小便器(受け口の高さが 35cm 以下のものに限る。) そ
の他これらに類する小便器を設けること。 ⇒★図 09-3 

●ウ イの規定により設けられる小便器のうち 1 以上には、両側
に手すりを設けること。 ⇒★図 09-3 

・手すりを設けた小便器は、出入口から最
も近い場所に設ける。 

(2)車椅子使用
者用便房及び
高齢者、障害
者等が円滑に
利用すること
ができる構造
の水洗器具を
設けた便房 

●便所を設ける場合は、(1)に掲げる基準に適合させることのほ
か、車椅子使用者用便房及び高齢者、障害者等が円滑に利用す
ることができる構造の水洗器具を設けた便房がそれぞれ又は
同一の便房として 1 以上（男子用及び女子用の区別があるとき
は、それぞれ 1 以上）設けること。 

○車椅子使用者用便房を複数設ける場合は、左右からの便器への
移乗に配慮し、便器等の配置が異なるよう設ける。 

○必要に応じ、大型ベッドを設ける。 
○必要に応じ、更衣用の台を設ける。 
○車椅子使用者、子ども等及び立位での利用を考慮し、全身の映

る鏡を設ける。 
○緊急通報装置は、便器に腰掛けた状態、車椅子から便器に移乗

しない状態、床に転倒した状態のいずれからも操作できるよう
に設置する。  

○水洗器具は温水対応とする。 
○更衣用の台、手荷物棚、フックを設ける。 
○鏡は腹部を確認できるものとする。 
○異性による介助や性的マイノリティの利用に配慮し、最低一つ

は男女の性別によらず利用できるものとする。 
⇒★図 09-1、09-2、09-4 

・「水洗器具」とは、オストメイト（人工
こう門又は人工ぼうこうを使用してい
る者をいう。) 対応の設備をいう。 

・オストメイト対応設備とは、汚物流し、
水洗、洗浄ボタン、ペーパーホルダー、
液体石けん、鏡、手荷物棚等である。 

・汚物流し台と便器を兼用した簡易型オ
ストメイト対応設備については、処理
袋洗浄時の姿勢や腹部の洗浄が困難で
あることを考慮すると利用しやすいも
のとはいえないため、汚物流し台の設
置スペースが取れない様な小規模施設
や既存便所の改修時以外は原則使用し
ないものとする。 

・大型ベッドは介助により着替え、おむつ
交換、排泄などを行う際に使用される
ものであり、ベンチ等で代用してもよ
い。 

(3)車椅子使用
者用便房の構
造 

●車椅子使用者用便房の構造は、次に掲げるものであること。   

 ア 幅 ●出入口の幅は、80cm 以上とすること。 ⇒★図 09-2 
○幅は、90cm 以上とする   ⇒★図 09-2 

 

イ 段差 ●出入口には、車椅子使用者が通過する際に支障となる段を設け
ないこと。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむ
を得ず段を設ける場合は、傾斜路を併設すること。⇒★図 09-1 
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 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
ウ  戸 の 構

造 
●出入口に戸を設ける場合は、当該戸は、次に掲げるものである

こと。 
(ア) 幅は、80cm 以上とすること。 
(イ) 高齢者、障害者等が容易に開閉して通過できる構造のも

のとすること。 ⇒★図 09-1 
○幅は、90cm 以上とする  ⇒★図 09-1 

 

エ  車 椅 子
使 用 者 対
応 

●車椅子使用者の円滑な利用のために、車椅子が 360 度回転で
きるよう、直径 1.5m 以上の円が内接できる空間を確保するこ
と。 ⇒★図 09-1 

・便房の標準内法寸法は 200cm×200cm
以上を基本とし、ライニング等（洗面器
の背後にある配管収納等）は内法寸法
に含めないものとする。 

・使用中の表示ができる装置を設けるよ
う配慮する 

オ  腰 掛 便
座等 

●腰掛便座及び手すりを設けること。 
○必要に応じて便器に背もたれを設ける。  
○温水洗浄便座を設ける。 
○便器洗浄ボタンは、視覚障害者の利用を考慮し、押しボタン式

若しくは靴べら式の洗浄ボタン等、触知しやすく誤作動しにく
いものとする。 

○便器洗浄ボタン、緊急通報ボタンは、弱視者や色弱者の視認性
を高める様配慮する。 

⇒★図 09-1、09-6 

・便座の高さは、40cm~45cm 程度とす
る。 

・手すりを設ける場合は、便器の種類に対
し適切に設置し、便器洗浄ボタンや緊
急通報ボタン、ペーパーホルダー等が
利用しにくくならないように注意す
る。 

・手すりは座位確保のため便器の両側面
に設置し、水平部分の手すりの高さは、
65cm〜70cm 程度とする。 

・便器洗浄ボタン、緊急通報ボタン、ペー
パーホルダーの設置については、JIS 
S0026 に基づく配置とする 

(4)標識 ●便房及び便所の出入口には、車椅子使用者用便房及び高齢者、
障害者等が円滑に利用することができる構造の水洗器具を設
けた便房があることを表示する標識を設けること。⇒★図 09-2 

 

(5)準車椅子使
用者用便房 

●車椅子使用者用便房以外に便所を設ける場合は、準車椅子使用
者用便房を 1 以上(男子用及び女子用の区別があるときは、そ
れぞれ 1 以上)設けるよう努めること。 

○腰掛便座、手すり等が適切に配置されていること。 
○車椅子使用者が円滑に利用することができるよう空間が確保

されていること。 
○準車椅子使用者用便房を複数設ける場合は、正面ないし左右か

らの便器への移乗に配慮し、便器等の配置が異なったものを設
ける。 

○必要に応じ、手洗器、乳児用いす、乳児用ベッドを設ける。 
○非常用呼び出しボタンやフラッシュライト等の緊急通報装置

を便房内に設けることが望ましい。 
○手荷物用の棚及びフック等を設ける。 
⇒★図 09-3 

・準車椅子使用者用便房は、車椅子使用者
用便房とは別に設ける障害者、高齢者
及び小さな子供を連れた人が利用しや
すい便房のことをいう。 

・使用中の表示ができる装置を設けるよ
う配慮する。 

・最低限でも車椅子使用者による前方ア
プローチが可能となる、幅 1.0m 以上、
奥行 2.0m 以上の大きさを確保する。 

 
・オストメイト対応設備、乳幼児用設備

等、機能の組み合わせは、公園全体の便
所の機能分散などを考慮し、車椅子使
用者の利用にあたり支障のない様、バ
ランスよく配置する。 

(6)手洗器 ●車椅子使用者用便房又は準車椅子使用者用便房を設けた場合
には、便所内に、次に掲げる手洗器を設けること。 
ア 車椅子使用者の利用に配慮した高さとし、かつ、下部に車

椅子使用者が利用しやすい空間を設けること。 
イ 手洗器具は、容易に操作することができるものとすること。 
ウ もたれかかったときに耐えうる強固なものとし、又は両側

に手すりを適切に配置すること。 
⇒★図 09-3 

・手洗器は必ずしも便房内部でなければ
ならないことはないが、自己導尿によ
る排泄時など、衛生上必要とされる場
合もあるため、スペースに問題がない
限り便房内部に設置することが望まし
い。 

・車椅子での使用に配慮し、洗面器の下に
床上 65cm 程度の高さを確保し、洗面
器上面の標準的高さを 80cm 程度とす
る。 

・容易に操作できる水洗器具は、センサー
式、レバー式等が考えられる。 

・手すりを設ける場合は、車椅子使用者の
利用に配慮したものとする。 

・車椅子回転スペースに手洗器が張り出
さないように製品機種の選定に配慮す
る。 
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 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(7)乳幼児用設

備 
●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する便所を設ける場合は、そのうち 1 以上(男子用及び
女子用の区別があるときは、それぞれ 1 以上)は、次に掲げる
ものであること。 
ア 便所内に、乳幼児を安全に座らせることができる設備を設

けた便房を 1 以上設け、当該便房の出入口にその旨を表示
すること。 

イ 便所内に、乳幼児用ベッドその他の乳幼児のおむつの交換
ができる設備を 1 以上設けるよう努めること。⇒★図 09-5 

○乳幼児用ベッド等の設備を設けた場合は、便所の出入口にその
旨を表示すること。 

・乳幼児ベッド等乳幼児のおむつ替えが
できる設備が授乳場所等に設けられる
場合は便所になくてもよい。 

・乳幼児用椅子又は乳幼児用ベッドが車
椅子使用者用便房あるいは準車椅子使
用者用便房に設けられる場合は、車椅
子使用者が必要とする空間を確保しつ
つ設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・従来の多機能便房は、利用者が集中し、

広いスペースが必要な車椅子使用者が

円滑に利用することが困難になってい

る場合がある。 

・また、近年では、視覚・知的・発達障害

者や高齢者等への異性による介助や同

伴、性的マイノリティの利用など、男女

共用の便房の設置に対するニーズも高

まっている。 

・このような実態から、多様な利用者の円

滑な利用を促進するため、従来の多機能

便房内にあった各種設備・機能を、便所

全体に適切に分散して配置することが

重要。 

資料：高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築

設計標準 令和３[2021]年３月（国土交通省）より作成 

 

利用者が集中 
従来の 

多機能便房 

車椅子使用者 

オストメイト 

乳幼児連れ  等 

機能分散 

車椅子使用者用便房 
オストメイト対応 
設備のある便房 

乳幼児連れ用 
設備のある便房 

・車椅子の 
回転スペース 

・大型ベッド 

・ベビーチェア 
・おむつ交換台 

・汚物流し等 

男女共用の便房 

・視覚・知的・発達障害者や高齢者等への異性による

介助や同伴利用、性的マイノリティの利用 

機能分散について 
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図 09-1 車椅子使用者用便房の例(1) 

図 09-2 車椅子使用者用便房の例(2) 
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図 09-3 一般便所及び一般便所内の準車椅子使用者用便房の例 

（オストメイト対応設備を配置） 

図 09-4 オストメイト対応設備の例 図 09-5 おむつ交換台の例 図 09-6 操作ボタンの配置 

（JIS S0026） 
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４.公園 １０ 水飲場及び手洗場 
 

基本的な考え方 
・水飲場、手洗場を設ける場合は、車椅子使用者でも近づきやすく、高齢者、障害者が利用しやすいよう、飲み口まで

の高さ、形状等に配慮する。 
 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(1)水飲場及び

手洗場 
●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する水飲場及び手洗場を設ける場合は、それぞれ 1 以上
は、高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造のものとする
こと。 ⇒★図 10-1 

・車椅子使用者が接近できるよう、使用方
向 1.5m 以上、幅 1.5m 以上の水平部
分を設ける。 

・車椅子での使用に配慮し、水飲場及び手
洗場には、それぞれの下に床上 65cm
程度、奥行き 45cm 程度のスペースを
確保する。 

・水飲みの高さは 70cm〜80cm 程度と
する。 

・水洗器具は、レバー式、押しボタン式等
の容易に操作することができるものと
する。 

 

 

  

図 10-1 水飲み設備の例 

図 10-3 自動販売機の例 図 10-2 野外卓の例 
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４.公園 １１ 掲示板及び標識 
 

基本的な考え方 
・高齢者、障害者等をはじめ、誰もが必要な情報を得られるよう、分かりやすい案内表示を行なう。 
・案内・誘導表示については、設置場所・高さ・文字の大きさ・形状、分かりやすさなど十分に配慮する。 
・車椅子使用者、視覚障害者、聴覚障害者等が緊急時の避難から取り残されないように文字、音声等による緊急情報伝

達装置などを適切に設ける。 

 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(1)掲示板及び

標識 
●不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等

が利用する掲示板及び標識は、次に掲げるものであること。 
ア 高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造のものとする

こと。 
イ 当該掲示板及び当該標識に表示された内容が容易に識別で

きるものとすること。 
ウ 主要な案内板には、必要に応じ、点字、音声その他の方法

により視覚障害者を案内する設備を設けること。 
⇒★図 11-1〜11-5 

○必要に応じ、照明設備を設ける。  

・突出型の案内板を設ける場合は、下端
2m 以上を標準とする。 

・案内板は、車椅子使用者にも分かりやす
い位置に設ける。 

 
・文字の大きさ、書体、配色等は、高齢者、

障害者等が見やすく分かりやすいもの
とし、必要に応じ、子ども等が理解しや
すいよう平仮名、片仮名、図、記号等に
よる表示を行うこと。 

・建築物 16 案内設備（P.90）も参照のこ
と。 

(2)施設案内表
示 

●01 の項から 10 の項までの規定により設けられた施設の配置
を表示した標識を設ける場合は、そのうち 1 以上は、01 の項
の規定により設けられた主要な出入口及び 02 の項の規定によ
り設けられた園路の付近に設けること。 

 

(3)聴覚障害者
配慮 

●案内、呼出し等の窓口を設ける場合は、文字で情報を表示する
ことにより聴覚障害者に配慮した設備を設けるよう努めるこ
と。 

・ 
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図 11-1 出入口付近の案内板 
 

図 11-2 園路分岐点に設けた案内表示 

図 11-3 入口方向を示す案内 
 

図 11-4 吊り下げ型案内板の下端高さ 
 

図 11-5 案内板の例 
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４.公園 １２ 育児用施設 
 

基本的な考え方 
・子育てしやすい環境づくりを進める。 
・乳幼児を連れた利用者が、気軽に公園を利用できるよう、授乳場所やおむつ替えのできる場所を設ける。 

 

 ●:整備基準 ○: 推奨基準 （⇒★参考図、関係法令） 解説 
(1)育児用施設 ●当該公園に管理施設を設ける場合は、育児用施設を設けるよう

努めること。 ⇒★図 12-1 

・授乳室及びおむつ替えの場所としては
独立した部屋を設けることが望ましい 

(2)案内表示 ●育児用施設の出入口又はその付近に、育児用施設が設けられて
いる旨の適切な表示をすること。 ⇒★図 12-1 

 

 

 

 

図 12-1 育児用施設（授乳場所等）の例 
 

図 12-2 おむつ替え台の例 
 


